
新
体
制
に
あ
た
り

府
中
市
消
防
団
長

川
崎
　
好
之

　

第
11
分
団
は
、
令
和
７
年
度
東
京
都
消
防
操
法
大
会

に
お
い
て
優
勝
を
収
め
、
令
和
８
年
度
に
開
催
さ
れ
る

全
国
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

前
号
で
は
優
勝
時
の
様
子
や
団
員
の
声
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
現
在
は
全
国
大
会
に
向
け
、
さ
ら
な
る
技
術
向

上
を
目
指
し
た
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。訓
練
は
週
数

回
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
基
本
動
作
の
確
認
か
ら
一
連

の
操
法
の
精
度
向
上
ま
で
、
一
つ
一
つ
の
動
き
を
丁
寧

に
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。都
大
会
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、

よ
り
迅
速
か
つ
正
確
な
放
水
操
作
や
隊
員
間
の
連
携
強

化
を
重
点
的
に
見
直
し
、
本
番
を
見
据
え
た
実
践
的
な

訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
府
中
消
防
署
と
の
連
携
の
も
と
、
東
京
都
消
防

訓
練
所
か
ら
教
官
を
招
き
、
専
門
的
な
指
導
を
受
け
て

い
ま
す
。消
防
操
法
の
基
本
か
ら
細
部
に
至
る
ま
で
助

言
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
技
術
の
精
度
向
上
は
も
と
よ

り
、
安
全
管
理
や
動
作
の
確
実
性
に
つ
い
て
も
一
層
の

強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。団
員
同
士
が
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
改
善
点
を
共
有
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
完
成

度
を
高
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
日
々
の
活

動
は
、
団
員
一
人
ひ
と

り
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

の
理
解
と
協
力
、
そ
し
て
地
域
の

皆
様
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ

成
り
立
つ
も
の
で
す
。仕
事
や
家
庭
と
両
立
し
な

が
ら
訓
練
に
取
り
組
む
団
員
に
と
っ
て
、
周
囲
の
支
え

は
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
住
宅
が
密
集
す
る
地
域
が
多
く
、
火
災
発
生

時
に
は
延
焼
拡
大
の
危
険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
迅
速

か
つ
的
確
な
初
動
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。消
防
操
法

で
培
わ
れ
る
技
術
や
連
携
は
、
こ
う
し
た
地
域
特
性
の

中
で
の
災
害
対
応
力
の
向
上
に
も
直
結
す
る
重
要
な
も

の
で
す
。

　

全
国
大
会
と
い
う
大
き
な
舞
台
に
臨
む
に
あ
た
り
、

第
11
分
団
は
東
京
都
の
代
表
と
し
て
の
責
任
と
誇
り
を

胸
に
、
日
々
の
訓
練
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。市

民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
温
か
い
ご
声
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

入退団式

第
２
分
団 

…
…
…
…
…

第
３
分
団 

…
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…
…

第
６
分
団 

…
…
…
…
…

第
７
分
団 

…
…
…
…
…

第
９
分
団 

…
…
…
…
…

第
10
分
団 

…
…
…
…
…

第
10
分
団 

…
…
…
…
…

第
11
分
団 

…
…
…
…
…

第
11
分
団 

…
…
…
…
…

第
12
分
団 

…
…
…
…
…

第
12
分
団 

…
…
…
…
…

第
12
分
団 

…
…
…
…
…

第
13
分
団 

…
…
…
…
…

第
13
分
団 

…
…
…
…
…

第
14
分
団 

…
…
…
…
…

第
14
分
団 

…
…
…
…
…

第
15
分
団 

…
…
…
…
…

第
15
分
団 

…
…
…
…
…

第
15
分
団 

…
…
…
…
…

第
16
分
団 

…
…
…
…
…

奥
山
　
千
秋

鈴
木
　
駿
介

池
田
　
隼
人

樋
口
　
収
一

福
島
　
龍
哉

髙
山
　
安
隆

大
澤
　
健
人

海
老
澤
頼
蔵

神
永
　
靖
典

青
島
　
一
貴

中
田
　
就
梧

福
原
　
拓
己

加
藤
　
礼
樹

富
沢
　
桂
介

茂
木
　
喬
治

三
田
　
晃
輝

尾
形
　
幸
紀

吉
川
　
翔
瑛

阿
部
　
拓
斗

市
川
太
一
朗

第
１
分
団 

…
…
…
…
…

第
１
分
団 

…
…
…
…
…

第
２
分
団 

…
…
…
…
…

第
２
分
団 

…
…
…
…
…

第
８
分
団 

…
…
…
…
…

第
９
分
団 

…
…
…
…
…

第
10
分
団 

…
…
…
…
…

第
10
分
団 

…
…
…
…
…

第
11
分
団 

…
…
…
…
…

第
12
分
団 

…
…
…
…
…

第
12
分
団 

…
…
…
…
…

第
12
分
団 

…
…
…
…
…

第
13
分
団 

…
…
…
…
…

第
14
分
団 

…
…
…
…
…

第
16
分
団 

…
…
…
…
…

第
16
分
団 

…
…
…
…
…

第
16
分
団 

…
…
…
…
…

第
17
分
団 

…
…
…
…
…

小
林
　
洋
平

井
上
　
周
亮

狩
俣
　
堯
慶

石
坂
　
明
雄

佐
々
木
拓
也

菅
原
　
一
修

齊
藤
祐
一
郎

滝
島
　
康
裕

香
川
　
　
淳

福
原
　
由
晃

赤
岡
　
大
志

中
村
　
克
彰

小
林
　
　
司

鈴
木
　
雅
浩

市
川
　
智
哉

西
川
　
正
隆

土
屋
　
勇
貴

石
沢
　
拓
也

■ 

12
年
以
上
（
18
名
）

第
３
分
団 

…
…
…
…
…

第
17
分
団 

…
…
…
…
…
大
久
保
和
成

古
川
　
　
学

■ 

８
年
以
上
12
年
未
満
（
2
名
）

第
14
分
団 

…
…
…
…
…
大
西
　
明
夫

■ 

４
年
以
上
８
年
未
満
（
1
名
）

東京都府中市
消防団広報担当
Instagram

令
和
７
年
度
中

　
勤
続
４
年
以
上
で

　
　
退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん

令
和
８
年
度
新
入
団
員

府
中
市
合
同
水
防
訓
練

新
入
団
員
教
育
訓
練

―

地
域
の
誇
り
を
胸
に
、さ
ら
な
る
高
み
へ―

●
全
国
消
防
操
法
大
会
日
程 【
10
月
31
日（
土
）】　
●
開
催
時
刻 【
午
前
９
：
０
０
】

●
場
所 【
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
】

　

本
年
、４
月
１
日（
水
）に
令
和
８
年
度
府
中
市
消
防
団

入
退
団
式
を
執
り
行
い
、新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

年
度
当
初
の
ご
多
忙
の
中
、高
野
市
長
を
は
じ
め
多
く
の

ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
を
も
ち
ま
し
て
退
団
さ
れ
た
27
名
の

方
々
に
は
、長
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
日
夜
献
身
的

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
た
に
分
団
長
７
名
、
新
入
団
員
20
名
を

任
命
し
、総
勢
４
１
４
名
の
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。今
年
度
も
府
中
市
消
防
団
が
一
丸
と
な
っ
て
、

府
中
市
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
参
り

ま
す
の
で
、引
き
続
き
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
は
、４
月
20
日
に
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
．７
の
地
震
が
発
生
し
、ま
た
、５
月
上
旬
に

か
け
て
は
岩
手
県
大
槌
町
に
お
い
て
大
規
模
な
林
野
火

災
が
発
生
す
る
な
ど
、
全
国
各
地
で
災
害
が
相
次
ぎ
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
消
防
団
と
い
た
し
ま
し
て
も
、こ
う
し
た
災
害

を
教
訓
と
し
、様
々
な
事
態
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
各
種
訓
練
や
点
検
に
加
え
、防
火
・
防
災
意
識

の
啓
発
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
安
全
・

安
心
を
守
る
責
務
を
果
た
す
べ
く
活
動
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

分
団
長
を
は
じ
め
各
分
団
の
方
々
に
は
、消
防
団
員
の

使
命
を
自
覚
す

る
と
と
も
に
、
府

中
市
消
防
団
が

地
域
防
災
の
中

核
と
し
て
市
民

の
信
頼
と
期
待

に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、な
お
一
層
、

消
防
団
活
動
の

充
実
に
邁
進
さ

れ
る
こ
と
を
心

か
ら
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

消
防
操
法
大
会
は
迅
速
、確
実
か
つ
安
全
に
行
動
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
消
防
用

機
械
器
具
の
取
扱
い
及
び
操
作
の
基
本
に
つ
い
て
、そ
の
技
術
を
競
う
大
会
で
す
。

全
国
大
会
は
各
都
道
府
県
の
代
表
が
競
う
最
高
峰
の
大
会
で
す
。

東京都消防訓練所の教官を招き、動作一つ
一つの確認と改善を繰り返す実践的な指導
が行われています。

仕事を終えた後に集合し、夜
間訓練に励む

団員たち。全国大会に向け、
日々の積み重

ねを大切にしています。

　

令
和
７
年
７
月
１
日
付
で
、
第
８
分
団
に
入
団
い
た
し
ま

し
た
中
山
忠
一
と
申
し
ま
す
。

　

昨
年
、
堀
江
分
団
長
か
ら
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
お
話
を

伺
い
、
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
入
団
を
決
意
し

ま
し
た
。

　

４
月
12
日
の
新
入
団
員
研
修
で
は
、
実
際
の
消
火
活
動
等

の
映
像
を
通
じ
て
、
現
場
で
の
心
得
や
消
防
団
員
と
し
て
の

基
礎
を
学
び
、
規
律
訓
練
に
お
い
て
は
団
体
行
動
の
基
本
を

丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
一
日
も
早
く
消
防
団
の
一
員
と
し
て
活
動
に
貢

献
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。今
後
と
も
、
先
輩
方
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
並
び
に
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

第
８
分
団　

団
員　

中
山　

忠
一

　

令
和
８
年
６
月
７
日
（
日
）、
多
摩
川
河
川
敷
押
立
地
区

に
お
い
て
合
同
水
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。大
規
模

な
水
害
発
生
を
想
定
し
た
、
各
種
水
防
工
法
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。今
回
の
訓
練
で
は
、
昨
年
度
新
設
さ
れ
た
女
性

消
防
団
員
（
小
梅
隊
）
が
初
め
て
実
践
的
な
訓
練
に
参
加
し
、

積
極
的
に
各
工
法
に
取
り
組
み
ま
し
た
。経
験
あ
る
団
員

と
連
携
し
な
が
ら
現
場
対
応
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

全
国
消
防
操
法

大
会
出
場
!!

全
国
消
防
操
法

大
会
出
場
!!

第11分団
   全国へ挑む
第11分団
   全国へ挑む府

中
市
消
防
団  

創
設
以
来

の
快
挙
!!

東
京
都
大
会
優
勝
か
ら
全
国
へ

初初

地域の誇りを胸
に、

　    さらなる
高みへ

令和8年7月発行

【府中市消防団員職業別構成割合】

第
64
号 公務員6.3% 農業6.0% 商業1.0% 小売業6.5%

金融保険業2.7% 不動産業3.9% サービス業14.5%
建設業22.9% 製造業6.0% 商社1.2% 飲食店4.3%
造園業2.9% 運輸通信業3.4% 電気ガス業4.3%
学生4.3% その他9.7% 

府中市消防団 検索 発行 府中市消防団
編集 府中市消防団広報委員会

（　　　　　　　 　 ）TEL  042・335・4068
府中市防災危機管理本部危機対策担当内



編

集

後

記

団
長 

…
…
…
…
…
…
…
川
崎
　
好
之

▼

▲

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
15
分
団

千
葉
　
　
誠

　

今
回
の
「
消
防
団
だ
よ
り
第
64
号
」
は
い

か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
近
年
の
気
候

変
動
に
よ
る
気
温
上
昇
の
中
で
も
、汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
一
生
懸
命
に
訓
練
を
繰
り

返
す
団
員
の
熱
量
は
今
回
の
記
事
か
ら
も

伝
わ
っ
た
事
と
思
い
ま
す
！

　

今
後
も
い
つ
降
り
か
か
る
か
予
測
の
出

来
な
い
「
何
か
」
に
備
え
日
々
精
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

皆
様
に
も
、お
や
す
み
前
の
火
の
元
確
認

を
お
願
い
致
し
ま
し
て
、今
回
は
お
別
れ
で

す
。次
回
の
第
65
号
も
お
楽
し
み
に
！

退団された分団長ご挨拶

■ 

会
長

副
団
長 

…
…
…
…
…
…

　

〃　

 

…
…
…
…
…
…
田
中
　
良
和

大
貫
　
　
剛

■ 

副
会
長

団
本
部 

…
…
…
…
…
…

　

〃　

 

…
…
…
…
…
…
湯
川
　
真
紀

清
水
　
香
菜

■ 

本
団
付
広
報
委
員

第
２
分
団
…
…
…
…
…

第
３
分
団 

…
…
…
…
…

第
４
分
団 

…
…
…
…
…

第
５
分
団 

…
…
…
…
…

第
６
分
団 

…
…
…
…
…

田
中
　
佑
樹

安
井
　
健
浩

大
久
保
　
守

山
田
　
奉
幸

吉
武
　
和
也

■ 

東
部
広
報
委
員

第
12
分
団 

…
…
…
…
…
依
田
　
和
也

■ 

広
報
委
員
長

第
１
分
団 

…
…
…
…
…
髙
木
　
　
稔

■ 

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
９
分
団 

…
…
…
…
…
猿
渡
　
　
惇

■ 

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

第
15
分
団 

…
…
…
…
…

第
13
分
団 

…
…
…
…
…

第
14
分
団 

…
…
…
…
…

第
16
分
団 

…
…
…
…
…

第
18
分
団 

…
…
…
…
…

髙
橋
　
　
由

小
澤
　
慶
晃

市
川
　
彼
方

角
　
　
真
一

■ 

西
部
広
報
委
員

第
７
分
団 

…
…
…
…
…

第
８
分
団 

…
…
…
…
…

第
10
分
団 

…
…
…
…
…

第
11
分
団 

…
…
…
…
…

第
17
分
団 

…
…
…
…
…

山
田
　
勝
太

上
地
　
　
翔

村
木
　
康
真

加
藤
　
聖
也

齋
藤
　
拓
海

■ 

中
部
広
報
委
員

千
葉
　
　
誠

■ 

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

広
報
委
員
会
名
簿

分

団

長

団

本

部

第１０分団長
伊藤　盛敏

平成１９年４月１日入団
（団歴１９年）

第１８分団長
上野　恒章

平成１５年４月１日入団
（団歴２３年）

第１６分団長
小松原　哲雄
平成１６年４月１日入団
（団歴２２年）

第１５分団長
山下　力也

平成１８年４月１日入団
（団歴２０年）

第１４分団長
石川　将人

平成２０年４月１日入団
（団歴１８年）

第１３分団長
宮嵜　徹

平成１８年４月１日入団
（団歴２０年）

第１２分団長
石原　昌已

平成１６年４月１日入団
（団歴２２年）

第１１分団長
夏目　雅樹

平成２０年４月１日入団
（団歴１８年）

第９分団長
岡部　貴紀

平成１９年４月１日入団
（団歴１９年）

第８分団長
堀江　将司

平成１７年４月１日入団
（団歴２１年）

第７分団長
金子　謙輔

平成２０年４月１日入団
（団歴１８年）

第６分団長
田中　博幸

平成１５年４月１日入団
（団歴２３年）

第５分団長
内海　雄治

平成１７年１０月１日入団
（団歴２０年）

第４分団長
河内　辰德

平成２３年７月１日入団
（団歴１４年）

第３分団長
岩波　伸和

平成１５年４月１日入団
（団歴２３年）

第２分団長
山口　正和

平成２６年４月１日入団
（団歴１２年）

副団長
澤井　薫

平成１４年４月１日入団
（団歴２３年）

副団長
加藤　雅大

平成１３年４月１日入団
（団歴２５年）

副団長
大貫　剛

平成８年４月１日入団
（団歴３０年）

副団長
田中　良和

平成１４年４月１日入団
（団歴２２年）

副団長
海老澤　拓馬
平成１０年４月１日入団
（団歴２７年）

副団長
村井　雅一

平成５年４月１日入団
（団歴３１年）

副団長
田村　茂

平成１６年４月１日入団
（団歴２２年）

団長
川崎　好之

平成５年４月１日入団
（団歴３１年）

消  防  団  幹  部  紹  介
令和８年４月１日現在

第１７分団長
斉藤　敬

平成８年４月１日入団
（団歴３０年）

前第１６分団長

市川　智哉
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
出
火
報
の
メ
ー
ル
が
届
か
な
く
な
り
、
早
数
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。就
寝
前
に
着

信
音
の
設
定
を
確
認
す
る
日
々
か
ら
解
放
さ
れ
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
と
、
も
う
仲
間
と
ポ
ン
プ
車
に
乗
る

こ
と
の
な
い
寂
し
さ
が
入
り
混
じ
っ
て
い
ま
す
。結
婚
を
機
に
府
中
へ
来
た
当
初
、
知
り
合
い
は
一
人
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。二
十
年
の
消
防
団
活
動
を
終
え
た
今
、
多
く
の
地
域
の
仲
間
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。特
に

分
団
長
と
し
て
の
二
年
間
は
、府
中
を
支
え
活
躍
す
る
方
々
と
共
に
汗
を
流
す
得
難
い
時
間
で
し
た
。

　

職
住
の
分
離
が
進
ん
だ
現
在
、
団
員
確
保
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
経
験
を
多
く
の
人

に
伝
え
、
次
代
を
担
う
団
員
の
獲
得
に
今
後
も
微
力
な
が
ら
力
添
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。在
団
中
支

え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

前第１４分団長

鈴木　雅浩
　

地
元
の
囃
子
連
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て
、
軽
い
気
持
ち
で
入
団
し
て
か
ら
は
や
二
十
年
、 『
意
外
と
性
に

合
っ
て
い
る
か
も
？
』 

と
思
い
つ
つ
今
ま
で
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。分
団
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、
出
る

事
・
や
る
事
が
多
く
て
大
変
で
し
た
が
、
団
員
・
地
元
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
な
ん
と
か
消
防
団
活
動
を

終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。ま
た
、
本
団
・
事
務
局
・
同
年
度

の
分
団
長
と
沢
山
の
皆
さ
ん
と
知
り
合
え
た
の
も
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
団
員
と
い
う
立
場
で
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
地
元
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

前第１２分団長

福原　由晃
　

平
成
14
年
よ
り
24
年
間
、
消
防
団
活
動
に
携
わ
り
分
団
長
ま
で
務
め
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、消
防
関
係
の
皆
様
、諸
先
輩
方
、そ
し
て
家
族
と
多
く
の
皆
様

に
支
え
て
頂
い
た
か
ら
こ
そ
と
大
変
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

在
団
中
は
、火
災
現
場
や
訓
練
、春
、秋
、歳
末
の
夜
警
な
ど
、多
く
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
皆
様
と
交

流
で
き
た
こ
と
、「
自
分
達
の
街
は
自
分
達
で
守
る
」と
い
う
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
達
と
活
動
が
出
来
た

事
が
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
消
防
団
活
動
で
得
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
地
域
の
防
火
、
防
災
に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。長
年
に
渡
り
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

前第１０分団長

齊藤　祐一郎
　

令
和
８
年
３
月
31
日
、無
事
に
退
団
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。１
小
の
運
動
会
か
ら
始
ま
り
、全
国
操

法
大
会
手
伝
い
、
地
域
の
青
年
活
動
も
あ
っ
た
の
で
期
待
通
り
の
活
躍
が
出
来
な
い
の
も
理
解
し
て
い

た
だ
き
多
く
の
方
の
フ
ォ
ロ
ー
に
大
変
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。ま
た
前
回
の
操
法
都
大
会
出
場
分
団
と

し
て
、
分
団
長
会
を
指
揮
し
第
11
分
団
に
技
術
と
魂
を
預
け
ま
し
た
。歴
史
に
名
を
刻
む
瞬
間
を
見
届
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
先
も
多
く
の
団
員
が
参
加
し
や
す
い
、
休
み
や
す
い
、
永
年
勤
続
し
や
す
い
環
境
を
関
係
各
位
の

皆
様
で
引
き
継
い
で
頂
け
る
よ
う
、お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。25
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前第９分団長

菅原　一修
　

分
団
長
任
期
の
２
年
は
、
必
ず
起
こ
る
、
そ
し
て
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
大
災
害
に
向
け
た
訓
練

を
自
助
・
共
助
の
精
神
で
地
元
自
治
会
の
方
々
と
密
着
し
た
訓
練
を
重
ね
、
充
実
し
た
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、第
11
分
団
が
消
防
操
法
大
会
で
都
大
会
優
勝
と
い
う
、歴
史
的
な
場
面
に
立
ち
会

う
こ
と
が
で
き
た
等
、
非
常
に
内
容
が
濃
く
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
任
期
を
無
事
に
全
う

で
き
た
の
も
苦
楽
を
共
に
し
た
本
団
の
方
々
を
は
じ
め
、
分
団
長
会
の
仲
間
た
ち
、
事
務
局
の
防
災
危
機

管
理
本
部
の
皆
様
、
こ
こ
に
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
方
々
、
最
後
に
い
つ
も
笑
顔
で
応
援
し
て
く
れ

た
家
族
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。今
後
は
地

元
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前第２分団長

狩俣　堯慶
　

こ
の
た
び
令
和
７
年
度
を
も
ち
ま
し
て
、
第
２
分
団
を
退
団
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。14
年
間
の
在

任
中
に
は
地
域
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。私
自
身
は
府
中
の
生
ま
れ
で
も
な
く
、た
ま
た
ま
仕
事
の
関
係
で
近
く
に
居
る
こ
と
か
ら
、入
団

の
お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。多
く
の
仲
間
と
共
に
対
応
し
た
火
災
な
ど
の
災
害
対
応
は
私
の
人
生
の

中
で
、多
少
な
り
と
は
地
域
に
貢
献
で
き
た
事
の
ひ
と
つ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、団
員
や
そ
の
ご

家
族
と
と
も
に
お
こ
な
っ
た
行
事
な
ど
は
、
か
け
が
え
な
い
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。未
熟
な
点
も
多
く
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
在
団
中
賜
り
ま
し
た
ご
指
導
と
ご
厚
情
に
深
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。今

後
は
一
市
民
と
し
て
消
防
団
を
応
援
し
て
参
り
ま
す
。

前第１分団長

小林　洋平
　

退
団
し
て
か
ら
ま
だ
月
日
も
経
っ
て
な
い
の
で
す
が
安
心
感
と
同
時
に
少
し
寂
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

生
活
の
中
に
消
防
団
の
活
動
と
い
う
の
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
ど
う
過
ご
そ
う
か

楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。分
団
長
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
２
年
間
は
緊
張
感
も
あ
り
と
て
も
充
実
し
て

ま
し
た
。消
防
団
幹
部
団
員
と
い
う
言
葉
が
私
の
消
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

実
際
の
火
災
現
場
で
の
体
験
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。操
法
大
会
も
思
い
出
の
一
つ
で
先
輩
た
ち
か

ら
の
伝
統
、
規
律
の
第
１
分
団
を
徹
底
し
ま
し
た
。タ
イ
ム
は
遅
か
っ
た
で
す
が
。運
動
会
も
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
も
良
い
思
い
出
で
す
。大
変
な
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
振
り
返
る
と
楽
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

第１分団長
小林　誠

平成１７年４月１日入団
（団歴２１年）

令和8年7月発行


